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しいねがひ」との矛盾を乗り越えようとしている。大正 10 年 7 月、お互いとの関係性を「恋
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賢治の「からだ」は破綻する。昭和 2 年夏、賢治は実家に戻り病臥することになった。 
7 章（現実世界のファゼーロ――病床と東北砕石工場技師の時代）では、東北砕石工場















させる「鬼」のような業だと感じられたからである。昭和 6 年 9 月、賢治の「からだ」は
再び破綻した。一方、現実世界では賢治を「しくじり」へと導いたこの方法は、童話「グ
スコーブドリの伝記」のグスコーブドリを賢治が理想とする生き方へと導いており、作品
世界においては成功を収めることになった。 
 
4．結論と本稿の意義 
終章（共に行くということ）では、まず、賢治の「しくじり」の軌跡と構造をまとめ、
賢治の「しくじり」の構造は「同行する媒介者」と「とがめる媒介者」という 2 種類の「媒
介者」と 2 種類の価値志向の布置連関として示すことが出来ること、また、賢治の「しく
じり」はこの布置連関の中で賢治が抱え続けた矛盾や葛藤の帰結であったことを確認した。 
続いて本稿の意義を確認した。本稿は従来の賢治研究に対して、賢治の生活史を三項図
式を使って読み解くという新たな視点を提起し、二項図式を使った賢治研究では見落とさ
れてきた賢治の「しくじり」の軌跡と構造を明らかにした。 
また、本稿は「媒介者」概念に対して 3 つの新たな視点を提起した。まず、「媒介者」が
主体と「同行する」という視点を提起した。「同行する媒介者」は、客体との距離において
主体と同等の位置に存在しているため、主体が「媒介者」の欲望を媒介するという役割交
代や、相互媒介関係が発生する。加えて、複数の「媒介者」が矛盾し合うという視点、ま
た、複数の「媒介者」が時間的に継起していくという視点を提起した。「コンボイ」概念は、
既存の概念に「時間の奥行き」を付け加え、「長期にわたる相互涵養の所産」としての成熟
を捉える視座を用意したが、「同行する媒介者」概念は「媒介者」概念に「時間の奥行き」
を付け加え、本稿ではこの概念を未成熟を捉える視座として活用したと言うことが出来る。 
本稿では、主体と「媒介者」の関係性を立体化しダイナミックなものとして捉える視座
を作り出した。これが可能になったのは、本稿がいずれの「同行する媒介者」も特権化せ
ずフラットに扱ったためであるが、この結果、「同行する媒介者」の多様性もまた明らかに
なり、「同行する媒介者」概念自体を立体化させていくという新たな課題が開かれた。 
東北砕石工場技師時代後、賢治は自身の作品の出版を弟に託し、「芸術」という手段で「み
んな」と共に「あらゆるひとのいちばんの幸福」へ至ろうとしていた。嘉内は自分の息子
に「グスコーブドリの伝記」を読み聞かせていたと言われる。臨終の日、賢治は政次郎に
妙法蓮華経を 1000 部作成し配ってくれるよう遺言し、「宗教」という手段も使って「みん
な」と共に「あらゆるひとのいちばんの幸福」へ至ろうとしていた。遺言を聞いた政次郎
は初めて賢治を褒め、賢治死後、遺言通りに妙法蓮華経を作成・配布、のちに日蓮宗に改
宗した。
